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タイトル案（11月18日時点）

運転免許返納後を考慮したバス路線の定量分析

*論文全体の完成後に最終タイトルを決定予定
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はじめに-交通弱者について-

自動車中心の社会において、要介護者、高齢者や障害者など、自分で運
転することができず、自家用の交通手段がないため公共交通機関に頼らざる
を得ない人。とくに公共交通機関が整備されていないため、買い物など日常
的な移動にも不自由を強いられている人をさす。

近年増加傾向



はじめに-交通弱者について-

日本国内では65歳以上に向けた取り組みが中
心

交通弱者に向けた取り組み



はじめに-交通弱者について-

日本国内では75歳以上の交通事故が増加、75
歳以上の高齢者は免許返納率が著しく増加傾
向にある

①高齢化の加速

②75歳以上の免許返納率増加傾向

75歳以上の取り組みが交通弱者解消の
為に重要になると言える



足立区花畑での施策

足立区花畑での施策として交通弱者
の解消に向けた取り組みがある

今後増加する75歳以上の交通弱者へ
の効果を明らかにする



年齢別の交通弱者算出

施策前・実証実験の双方で交通弱者の定義
である停留所から300m以上離れている
人々を年代別に算出



年齢別の交通弱者算出
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65歳以上に効果的



花畑地区での距離・年齢別減少率

資料を基に距離・年齢別の減少率を確認する



花畑地区での距離・年齢別減少率

イメージのようにバス停から半径
100,300,500m以内に収まった地域人数を年
齢別に算出

交通弱者の定義である300m付近での
減少率を分析するため



花畑地区での距離・年齢別減少率

減少人数 100m 300m

全年齢 -3200人 -2616人

65歳以上 -615人 -1005人

75歳以上 -100人 -726人

社会実験バスが開通することにより(75歳以
上の)300m付近で交通弱者減少の効果が
見られた

減少比率 100m 300m

新・旧65歳以上 1.12 2.20

新・旧75歳以上 1.01 3.03

新・旧全年齢 1.30 1.65



社会実験バスでの交通弱者の変化

イメージのようにバス停から半径300m以内に収
まっている地域人数を年齢別に算出

社会実験バスによって交通弱者全体
の変化を見るため



交通弱者全体の変化 –分析方法-

QGISを用いてバス停の位置を可視化、交通弱
者の定義である300mのバッファから算出



交通弱者全体の変化 –社会実験バスによる交通弱者人数変化-

結果



考察

分析結果から、交通弱者の減少・交通弱者カバー率が
上昇しているため、75歳以上の交通弱者に効果的な
社会実験バスであるといえる


